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広域的地域活性化基盤整備計画の目標及び計画期間

交付期間

目標設定の根拠

目標を定量化する指標

従前値 目標値
単位 基準年度 目標年度

千人 32,069 H18年度 33,000 H22年度

平成１９年度 ～ 平成２３年度 平成１９年度 ～ 平成２３年度

広域的特定活動
　湘南国際村や横須賀ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸにおける国際的・全国的な規模の会議、研修会等の開催や歴史的文化遺産の集積する古都鎌倉における観光客誘致に向け
た情報提供の取組みなどと交流を支える基盤づくりにより広域的な交流を促進する。

経緯及び現況
　三方を変化に富んだ海岸線に囲まれ、多摩丘陵から連続する丘陵のまとまったみどりが半島の骨格を形成しているとともに、古都鎌倉をはじめとする歴
史的遺産など、人を惹きつける魅力を有している。
　また、みどりに囲まれた湘南国際村や横須賀リサーチパークの整備などにより、高度な研究開発機関や企業などの立地が進んでおり、豊かな自然に囲
まれた立地環境は、産業や観光振興、新たな研究開発機関や企業の誘致にも大きな強みとなっている。

課題
　半島という地理的な特性により、交通アクセスに課題があるため、幹線道路網などの整備を進める必要がある。また、自然や歴史などの地域資源に恵ま
れていることから、その魅力を活用し、広域的な交流・連携を強化していく必要がある。

将来ビジョン（中長期）
　三方を海に囲まれ、変化に富んだ海岸線を有し、多摩丘陵から続くまとまったみどりや古都鎌倉の豊かな歴史と伝統に恵まれた当地域では、これらの魅
力的な地域資源の保全・再生を図るとともに、首都圏や海外からも多くの人が訪れる「公園」のような、交流が活発な都市づくりをめざす。

観光を目的として訪れた人数観光入込客数 観光の活性化を目指す指標として入込観光客数を設定

神奈川県都道府県名 計画の名称 三浦半島地域

計画期間

指標
定義 目標と指標及び目標値の関連性

目標
　魅力と活力あふれる三浦半島づくりの実現に向けて、国際的規模の会議や共同研究が行われている交流・研究拠点や歴史的文化遺産の集積する鎌倉等
と、首都圏など広域との一層の交流を促進することにより、広域から三浦半島への来訪者を増加させ、当該地域の活性化を図っていくものである。



拠点施設

施　　設　　名 所　　在　　地

設　置　主　体 管理・運営主体

設置（予定）年月 拠点施設の区分

広域的特定活動の区分 拠点施設の整備の有無

拠点施設で行われる広域的特定活動の内容
＜現況＞

武家政権発祥の地である鎌倉には 武家の歴史や文化を示す多くの歴史的遺産が文化的資産として展示されており 県内外はもとより 海外からも多く

古都・鎌倉

＜概要及び整備計画＞
　鎌倉は、武家がはじめてつくった政権都市であり、歴史的文化遺産が現在も多く残っている。武家がつくった政権都市は鎌倉と江戸の二つであるが、近
代都市となった江戸は震災や戦災により大きく姿を変えたため、武家の文化を伝える政権都市の遺産は鎌倉だけであり、貴重な歴史的遺産である。
＜拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業との一体性＞
　鎌倉の豊かな歴史的文化遺産を後世に伝えるため、世界遺産登録を実現し活用を図ることで、三浦半島内外や首都圏との一層の交流が促進されること
から、交流を支える交通基盤の強化を図っていく必要がある。
＜目標と広域的特定活動・拠点施設との関係＞
　古都鎌倉は、年間を通じ、三浦半島内外、首都圏や海外からも多くの観光客が訪れる歴史的文化遺産の集積する場所であり、周辺の交通アクセス機能
の強化等を図り、交流が活発な都市づくりをめざす。

拠点施設の現況及び計画期間内の整備計画等

民間

文化的資産の展示（法第二条第１項第一号ロ）

神奈川県鎌倉市雪ノ下　ほか

民間

教養文化施設（法第二条第２項第三号）

有　　　・　　　無

　

重点地区（設定する場合に記述）

広域的特定活動との関係

　武家政権発祥の地である鎌倉には、武家の歴史や文化を示す多くの歴史的遺産が文化的資産として展示されており、県内外はもとより、海外からも多く
の観光客が訪れている。
＜将来＞
　世界遺産の登録の実現に向けて取り組みが始まったところであり、鎌倉の豊かな歴史的文化遺産を、世界的に価値のある人類共通の遺産として、後世
に守り伝える。

＜拠点施設整備の蓋然性＞
　

＜拠点施設に設定した理由＞
　多くの歴史的文化遺産が存在し、三浦半島内外、首都圏や海外からも多くの観光客が訪れる観光地であり、交流が活発な都市づくりを実現するための
重要な拠点となる。



拠点施設

施　　設　　名 所　　在　　地

設　置　主　体 管理・運営主体

設置（予定）年月 拠点施設の区分

広域的特定活動の区分 拠点施設の整備の有無

ＹＲＰ（横須賀リサーチパーク）

＜概要及び整備計画＞
　ＹＲＰ（横須賀リサーチパーク）は、情報通信技術に関する研究開発施設を集積し、産学官連携による研究、国際共同研究、人材育成等を効率よく行う世
界的研究開発拠点を目指しており、県、市などでは、ＹＲＰを地域産業プロジェクトの1つに指定し、融資制度や助成制度等の情報を提供するなどの取組み
を実施し、さらなる拠点の充実を推進するため企業誘致促進等を図っている。
＜拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業との一体性＞
　国際的な研究開発拠点であるＹＲＰへの交通利便性向上のため、アクセス道路の整備を図る。また、既存のアクセス道路において、交通量の増大による
沿道環境悪化が懸念されるため、修繕事業を実施し、円滑なアクセス交通の確保を図るものである。
＜目標と広域的特定活動・拠点施設との関係＞
　ＹＲＰは、情報通信技術に関する研究開発施設の集積する世界的研究開発拠点を目指しており、三浦半島内外や海外からの研究者等の訪れる場所で
あり、周辺の交通アクセス機能の強化等を図り、交流が活発な都市づくりをめざす。

拠点施設の現況及び計画期間内の整備計画等

公共・民間

平成9年10月

　国際的又は全国的な規模の共同研究開発など（法第二条第１項第一号ニ）

神奈川県横須賀市光の丘

公共・民間

研究開発施設（法第二条第２項第五号）

有　　　・　　　無

拠点施設で行われる広域的特定活動の内容
＜現況＞

重点地区（設定する場合に記述）

広域的特定活動との関係

＜現況＞
　ＹＲＰは、三浦半島中央部に情報通信技術に特化した研究開発施設として、平成9年10月に誕生し、公的な研究機関や国内外の民間研究機関が多数立
地しており、現在、更なる拠点の充実へ向けて、研究所用地等を分譲している。
＜将来＞
　ＹＲＰでは、移動通信技術を中心とした情報通信技術に関する研究開発施設を集積し、産学官連携による研究、国際共同研究、人材育成等を効率よく行
う世界的研究開発拠点を目指す。

＜拠点施設整備の蓋然性＞
　ＹＲＰは、三浦半島中央部に位置しており、東京へのアクセスが容易であるとともに羽田空港の国際化を控え国内のみではなく海外へのアクセスの便利
な地域として期待の高い地域である。また、情報通信技術に関する研究開発拠点として、公的な研究機関や国内外の民間研究機関が多数立地しており、
様々な研究開発・研究交流などの活動が活発に行われている。
＜拠点施設に設定した理由＞
　ＹＲＰは、情報通信技術に関する研究開発拠点として、公的な研究機関や国内外の民間研究機関が多数立地しており、また、その立地条件は、東京への
アクセスが容易であるとともに羽田空港の国際化を控え国内のみではなく海外へのアクセスの便利な地域として期待が高い。



拠点施設

施　　設　　名 所　　在　　地

設　置　主　体 管理・運営主体

設置（予定）年月 拠点施設の区分

広域的特定活動の区分 拠点施設の整備の有無

拠点施設で行われる広域的特定活動の内容
＜現況＞

湘南国際村

＜概要及び整備計画＞
　湘南国際村は、三浦半島の中央部の自然豊かな丘陵地に位置し、学術研究、人材育成、技術交流、文化交流の諸機能を集積した国際交流拠点として、
研究･研修や多様な交流活動を展開し、国際社会に貢献するとともに、地域社会の発展に寄与しており、更なる拠点の充実を推進するため企業誘致促進
等を図る。
＜拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業との一体性＞
　研究・研修施設を中心として、年間30万人以上の来村者がある湘南国際村の機能の拡充を図るため、交通利便性の向上が必須であり、基幹事業である
周辺アクセス道路整備を実施する。
＜目標と広域的特定活動・拠点施設との関係＞
　湘南国際村は、学術研究・人材育成などの諸機能を集積し、多様な交流活動を展開することにより、国際社会に貢献するとともに、地域社会の発展に寄
与する多目的な国際交流拠点であり、周辺交通アクセスの強化等を図ることにより活発な交流が展開される都市づくりをめざす。

拠点施設の現況及び計画期間内の整備計画等

神奈川県

平成6年5月
　国際的又は全国的な規模の会議、研修会

（法第二条第１項第一号イ）

神奈川県三浦郡葉山町上山口・横須賀市湘南国際村

民間

会議場施設及び研修施設（法第二条第２項第一号）

有　　　・　　　無

重点地区（設定する場合に記述）

広域的特定活動との関係

＜現況＞
　湘南国際村は、平成６年５月に開村し、総合研究大学院大学や(財)地球環境戦略研究機関などの公的な研究機関やいわゆる民活法の国際交流施設で
ある湘南国際村センターを始めとした、多くの研修施設が立地しており、様々な機関・団体･企業による研究・研修や国際会議などが活発に行われている。
＜将来＞
　平成18年10月に策定した「湘南国際村改訂基本計画」に基づき、緑陰滞在型の国際交流拠点として学術研究、人材育成、技術交流、文化交流がより拡
充され、国際社会への貢献や地域社会の発展に寄与することをめざす。

＜拠点施設整備の蓋然性＞
　湘南国際村は、三浦半島の中央部に位置しており、東京・成田へのアクセスが容易であるとともに、羽田空港の国際化を控え、国内のみならず国外への
アクセスに便利な地区として期待の高い地域であり、多数の機関・団体・企業による研究・研修や国際会議などが活発に行われており、「湘南国際村改訂
基本計画」に基づき、緑陰滞在型の国際交流拠点として、拠点施設の整備が行われていく。
＜拠点施設に設定した理由＞
　湘南国際村は、平成6年5月に開村して以来、学術研究、人材育成、技術交流、文化交流が活発に展開され、年間30数万人の来村者がある、一大、国際
交流拠点であり、基幹事業により周辺アクセス道路を整備することで、より一層、国際交流拠点としての機能の向上が図られることが期待できる地区であ
る。



拠点施設

施　　設　　名 所　　在　　地

設　置　主　体 管理・運営主体

設置（予定）年月 拠点施設の区分

広域的特定活動の区分 拠点施設の整備の有無

三崎漁港周辺地区

＜概要及び整備計画＞
　三崎漁港周辺地区は、三崎漁港や城ヶ島などが位置し、多くの漁港利用者や観光客の訪れる観光と水産物流通の拠点となっている。更なる拠点の充実
を推進するため観光客誘致の取組みや水産物流通基地としての整備などを行う。
＜拠点施設・拠点施設整備事業と基幹事業との一体性＞
　三崎漁港周辺地区における観光や水産物流通の活性化を図るため、周辺アクセス道路整備等の基幹事業を実施し、三崎漁港周辺地区へのアクセス利
便性の向上を図るとともに、既存のアクセス道路の交通量の増大による沿道環境悪化が懸念されるため、修繕事業を実施し円滑なアクセス交通の確保を
図るものである。
＜目標と広域的特定活動・拠点施設との関係＞
　三崎漁港周辺地区には、三崎漁港や城ヶ島などが位置し、多くの漁港利用者や観光客の訪れる観光と水産物流通の拠点となっており、周辺の交通アク
セス機能の強化等を図り、交流が活発な都市づくりをめざす。

拠点施設の現況及び計画期間内の整備計画等

公共・民間

観光活性化及び物資の流通に係る業務活動
（法第二条第１項第一号ロ・ホ）

神奈川県三浦市三崎　ほか

公共・民間

観光施設・流通業務施設（法第二条第２項第二号・第六号）

有　　　・　　　無

拠点施設で行われる広域的特定活動の内容
＜現況＞

重点地区（設定する場合に記述）

＜現況＞
　平成13年7月に水産と観光・商業の機能を併せ持つ集客施設「三崎ﾌｨｯｼｬﾘｰﾅ・ｳｫｰﾌ」が開業し、三崎地域の活性化に向けた取組みを進めている。また、
三崎漁港では、漁業・水産加工業・水産物流通の活性化を図るため、大型冷凍運搬船の入港・停泊の可能な大水深岸壁の整備や生産・流通・加工拠点の
整備などを進めている。
＜将来＞
　三崎漁港周辺地区の活性化を図るため、観光客誘致に向けた取組みや水産物流通拠点としての施設整備を行い、三崎漁港周辺地区の活性化を目指
す。
広域的特定活動との関係
＜拠点施設整備の蓋然性＞
　三崎漁港周辺地区では、平成13年7月に水産と観光・商業の機能を併せ持つ集客施設「三崎ﾌｨｯｼｬﾘｰﾅ・ｳｫｰﾌ」が開業し、三崎地域の活性化に向けた取組みが
進められており、また、三崎漁港では、漁業・水産加工業・水産物流通の活性化を図るため、大型冷凍運搬船の入港・停泊の可能な大水深岸壁の整備や生産・流
通・加工拠点の整備などを進めるなど、拠点施設整備の取り組みが着実に進んでいる。
＜拠点施設に設定した理由＞
　三崎漁港周辺地区は、東京や横浜等の大消費地に近く三崎漁港や城ヶ島などの観光拠点が位置し、多くの漁港利用者や観光客の訪れる観光と水産物流通の
拠点となっており、交流が活発な都市づくりを実現するための重要な拠点となる



広域的地域活性化基盤整備計画の整備方針と基本的な方針等との整合性

計画の整備方針 方針に合致する主要な事業

都市計画道路久里浜田浦線
都市計画道路安浦下浦線
県道311号（鎌倉葉山）

一般国道134号

基本的な方針等との整合性（※1）

区分
整合性等
の有無

左記の理由等

①
広域的地域活性化のための基盤整備に関する基本的な方針との適
合の有無

有　　・　　無
本計画は、国際的な会議が行われる会議場施設や観光施設等に、広域か
らの来訪者を増加させることにより、地域活性化を図るものである。

②
国土形成計画、社会資本整備重点計画、環境基本計画との調和の
有無

有　　・　　無
観光交流等に資する道路整備が推進されるなど、社会資本整備重点計画
等との調和が図られている。

北海道総合開発計画 沖縄振興計画との調和の有無

拠点施設へのアクセス利便性を高め、交流が活発な都市づくりをめざす。

交流が活発な都市づくりに資するため、拠点施設へのアクセス道路における騒音の
影響を軽減し、沿道環境の改善を図る。

③
北海道総合開発計画、沖縄振興計画との調和の有無
（北海道及び沖縄のみ回答）

有　　・　　無

④ その他の計画等との整合性の有無 有　　・　　無 県の総合計画、都市マスタープランにおいて位置づけがある。

⑤ 関係市町村への意見聴取の有無（※2） 有　　・　　無 文書による意見聴取（横須賀市、鎌倉市、逗子市、三浦市、葉山町）

⑥
他の都道府県への意見聴取の有無（※2）
（他の都道府県との境界にかかる計画の場合に回答）

有　　・　　無

広域地方計画協議会での取扱い（※3） 有　　・　　無

その他

※1 ①から⑥については、整合性等の有無を判断した資料を添付すること。
※2

※3 広域地方計画協議会で本計画が検討された場合は「有」とし、その内容を記載すること。

意見聴取「有」の場合は、「左記の理由等」欄に、意見聴取の方法及び関係市町村名又は他の都道府県名を記載すること。「無」の場合は、その理由を記載する
こと。



交付対象事業等一覧表

交付限度額(b) 1,289.462 国費率  (b/a)

　【基幹事業①】社会資本整備総合交付金対象事業 （単位：百万円）

（参考）
開始
年度

終了
年度

開始
年度

終了
年度

全体事業費 うち官負担分 うち民負担分
対象
有無

手続終了
年月

道路 1.5km H5 H28 H19 H23 38,400 1,111.634 1,111.634 0.000 1,111.634 無

道路 0.76km H2 H28 H20 H21 25,000 306.346 306.346 0.000 306.346 無

63,400 1,417.980 1,417.980 0.000 1,417.980

　【基幹事業②】地域自主戦略交付金対象事業 （単位：百万円）

（参考）
開始
年度

終了
年度

開始
年度

終了
年度

全体事業費 うち官負担分 うち民負担分
対象
有無

手続終了
年月

道路 0.37km H15 H22 H20 H22 1,952 1,093.800 1,093.800 0.000 1,093.800 無

道路 2.9km H16 H23 H20 H23 766 264.640 264.640 0.000 264.640 無

2,718 1,358.440 1,358.440 0.000 1,358.440

2,776.420

事業箇所名
交付期間内事業期間 交付期間

内
事業費

規模

環境影響評価交付期間
内

事業費

交付対象
事業費

交付期間内事業期間

交付対象
事業費

環境影響評価

（参考）事業期間

都市計画道路久里浜田浦線

都市計画道路安浦下浦線

県道311号（鎌倉葉山）

一般国道134号

（参考）事業期間

期間事業①　計

事業

細項目

基幹事業②　計

事業

細項目

交付対象事業費　　　(a)

規模事業箇所名

2,776.420 0.464

基幹事業（A）=基幹事業①+基幹事業②



　【提案事業①】社会資本整備総合交付金対象事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

0 0.000 0.000 0.000 0.000

　【提案事業②】地域自主戦略交付金対象事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

0 0.000 0.000 0.000 0.000

0.000

2,776.420
1,417.980
1,358.440

（参考）関連事業
事業主体 所管省庁 規模 （いずれかに○） 事業期間 全体事業費

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
神奈川県 国交省 1,900m ○ H17 H27 7,752
神奈川県 国交省 212m ○ ○ H17 H21 140
神奈川県 国交省 300m ○ H20 H22 320
神奈川県 200m ○ H15 H19 720
神奈川県 国交省 760m ○ ○ H19 H21 600
神奈川県 20.6m ○ H19 H19 20
神奈川県 70ha ○ H15 H27 2,700
神奈川県 水産庁 1式 ○ H14 H22 14,900

27,152

交付対象事業費（基幹事業（A）+提案事業（B））
うち、社会資本整備総合交付金対象事業　計
うち、地域自主戦略交付金対象事業　計

事業収益
の有無

交付期間内事業期間

交付期間内事業期間 事業収益
の有無

提案事業（B）=提案事業①+提案事業②

直／間 規模事業主体

合計

（参考）事業期間

道路（改築）

三崎特定漁港漁場整備事業

合計

公園（再整備）
三崎漁港

事業箇所名

県道311号（鎌倉葉山)

観音崎公園

県道26号（横須賀三崎）
県道26号（横須賀三崎）（三浦縦貫道路Ⅱ期）

道路（交差点改良）

事業

地域自立・活性化
基盤整備支援事業

事業

事業活用調査

地域自立・活性化
活動推進事業

地域自立・活性化
活動推進事業

道路（電線共同溝整備） 一般国道134号
道路（橋梁補修） 一般国道134号

事業 事業箇所名
細項目

事業活用調査

道路（電線共同溝整備）
道路（道路法面防災対策） 一般国道134号

（参考）事業期間

細項目
事業箇所名 事業主体 直／間 規模

合計

地域自立・活性化
基盤整備支援事業



拠点施設・重点地区 ※複数の拠点施設が離れている場合は、適宜追加する。

面積 重点地区 有・無三浦半島地域（神奈川県） 所在地 神奈川県横須賀市、鎌倉市、三浦市、葉山町

古都鎌倉

湘南国際村

Ｎ

逗子駅

横須賀駅

0km 5km 10km

横須賀リサーチパーク

三崎漁港周辺地区

久里浜駅



観光入込客数（千人） 32,069（2006年度） → 33,000（2010年度）
（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）
（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

代表的
な指標

三浦半島地域（神奈川県）　整備方針概要図

目標

国際的規模の会議や研究等の行われている交流・研究
拠点や歴史的文化遺産の集積する古都鎌倉等と、首都
圏など広域との一層の交流を促進することにより、当該
地域の活性化を図る。

古都鎌倉

湘南国際村

Ｎ

県道311号（鎌倉葉山）

（都）久里浜田浦線

一般国道134号

県道311号（鎌倉葉山）

一般国道134号

一般国道134号

0km 5km 10km

湘南国際村

横須賀リサーチパーク

三崎漁港周辺地区

（都）安浦下浦線

＜凡 例＞

： 拠点施設

： 基幹事業

： 関連事業

： 計画範囲

県道26号（横須賀三崎）

観音崎公園の再整備

三崎特定漁港漁場整備

県道26号（横須賀三崎）

一般国道134号


